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3月30日、市役所で上野原市と大月市が共同運用
するはしご車の調印式が行われました。当日は、大月
市の石井由己雄市長と江口市長が協定書を交わし、は
しご車の前で、安心・安全なまちづくりを協力して進
めていくことを確認しました。

国民文化祭プレイベントじょいそーらん

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

3月20日、市役所センタープラザと市役所前の市道で、国民文化祭の
プレイベントを行いました。国民文化祭は、毎年、各都道府県が順番に、
担当する文化の祭典で、平成25年は、山梨県が国民文化祭を開催します。
山梨県の国民文化祭では、県内の各市町村が、独自の文化を披露し盛

り上げ、市では、じょいそーらんと長寿食を全国に発信します。
プレイベントでは、じょいそーらんが躍動感のある踊りを披露し、観

客を魅了していました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,065人　（－119）
男 ●13,002人 （－82）
女 ●13,063人 （－37）
世帯●9,925世帯 （－16）
平成24年4月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●大月市とはしご車共同運用
4月7日、市役所から牛倉神社までの国道20号線で

信玄公祭り市内パレードが行われました。
当日は、武者の格好をした市消防団のみなさんが、

勇ましいさまで、「えいえいオー」と勝ちどきをあげ、
沿道をわかせました。

●信玄公祭り市内パレード

3月21日から23日、市役所展示室などで、命のメ
ッセージ展が行われました。この展示会では、ＮＰＯ
法人いのちのミュージアムなどが飲酒運転による交通
事犯などによって理不尽に命を奪われた方の生きた証
を等身大のパネルで紹介し、命の大切さを訴えました。

●命のメッセージ展
4月13日、市役所庁議室で定例記者会見が行われ、

その会見のなかで、せいだのたまじマスコットキャラ
クターの完成が発表されました。これからは、各種イ
ベントなどで行うせいだのたまじの販売などとあわせ
て、せいだのたまじのＰＲ活動を行っていきます。

●せいだのたまじマスコットキャラクター
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総総務務課課

総務課では、選挙の事務や地震、
大雨などによる災害への対応、市役
所等施設の管理、市職員の給与支給
事務などを行っています。
この他にも、市役所内のさまざま
な業務も行っています。

人人事事秘秘書書担担当当
行行政政防防災災担担当当
管管財財担担当当

電話（62-3117）

22階階
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福祉課では、生活に困窮している
方の相談や援助、障害に関わる各種
制度の相談や支援、子育てに関する
相談・支援、保育所、学童保育、子
育てプレイルームの運営、児童手当
等の支給などを行っています。

長寿健康課では、介護保険制度に
関すること、お年寄りの生活に関す
る相談、敬老会、集団検診や予防接
種、母子健康手帳の交付、妊婦相談、
市立病院建設を含めた病院事業に関
する事務などを行っています。

福福祉祉総総務務担担当当

障障害害福福祉祉担担当当

子子育育てて支支援援担担当当

高高齢齢者者介介護護担担当当

保保健健担担当当
（（地地域域包包括括支支援援セセンンタターー））

企画課では、総合計画や行政改革
大網等の作成、国勢調査などの統計
事務、歳入歳出予算の編成、音声告
知端末やホームページなどによるお
知らせ、広報うえのはらの発行など
を行っています。

教育学習課では、小中学校全般に
関わること、平成25年度に行われる
国民文化祭や山登り、手芸などの生
涯学習、上野原駅伝や成人式の開催、
もみじホール棟の貸出などを行って
います。

駅周辺整備推進課では、ＪＲ上野
原駅周辺整備、ＪＲ四方津駅のバリ
アフリー化等の推進などを行ってい
ます。これからも利便性の高い駅周
辺などの整備を進めていきます。

学校適正配置推進課では、市内の
小中学校や幼稚園の適正規模・適正
配置に関する業務などを行っていま
す。

政政策策推推進進担担当当
財財政政担担当当
情情報報推推進進担担当当

学学校校教教育育担担当当
社社会会教教育育担担当当
図図書書館館担担当当

自自然然のの里里担担当当

駅駅周周辺辺整整備備推推進進担担当当学学校校適適正正配配置置推推進進担担当当

電話（62-3118）

電話（62-3409）

電話（62-3191）

電話（62-3115） 電話（62-4133）

電話（62-3408）

病病院院事事業業担担当当

企企画画課課 22階階

教教育育学学習習課課 11階階

11階階
駅駅周周辺辺整整備備推推進進課課22階階学学校校適適正正配配置置推推進進課課

福福祉祉課課 11階階 11階階長長寿寿健健康康課課

ももみみじじ
ホホーールル棟棟

ももみみじじ
ホホーールル棟棟

みみななささんん、、
災災害害にに備備ええ
ままししょょうう。。
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☆☆どどここのの部部署署にに電電話話ししてていいいいかかわわかかららなないい場場合合はは、、
上上野野原原市市役役所所（（代代表表））電電話話 6622--33111111ににおおかかけけくくだだささいい。。

◆◆秋秋山山支支所所（（5566--22111111））
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窓窓口口担担当当
国国保保年年金金担担当当

市民課では、住民票や印鑑証明書
の発行、戸籍に関すること、転入転
出、出産届、死亡届、外国人登録な
どの取扱いを行っています。また、
国民健康保険や年金、高額医療の手
続きなども行っています。

税務課では、市県民税や固定資産
税の算定、賦課徴収、原付バイクや
軽自動車などの取扱い、国保税、介
護保険料の徴収などを行っています。
また、コンビニ納付などに関する
ことも行います。

課課税税担担当当
収収納納担担当当

11階階

生活環境課では、狂犬病予防注射
やハチの巣駆除のための防護服の貸
出、市内放射線量の測定などを行っ
ています。また、市内の簡易水道の
管理やゴミの焼却処理などの業務を
行っています。

建設課では、建物の確認申請の受
付、談合坂サービスエリアのスマー
トインターチェンジ設置、市内の道
路や河川の維持・管理、市内の下水
道管理などを行っています。

経済課では、農道、林道、登山道
の整備、農地や農園に関すること、
農業委員会の事務、クマ出没に関わ
る対応、市内の観光イベントなども
行います。「せいだのたまじ」をＰ
Ｒしているのも経済課です。

生生活活環環境境担担当当

簡簡易易水水道道担担当当
ククリリーーンンセセンンタターー担担当当

計計画画担担当当
道道路路河河川川担担当当
下下水水道道担担当当

農農林林整整備備担担当当
農農村村地地域域づづくくりり担担当当

会計課では、市の収入支出を管理
しています。室内には市の指定金融
機関の派出所があります。どうぞ、
ご利用ください。

議会事務局では、議会全般に関す
る事務、監査および固定資産評価審
議事務などを行っています。

電話（62-3112）電話（62-3114）

電話（62-3123）電話（62-3119）

電話（62-3113）

電話（62-3116）

庶庶務務議議事事担担当当

電話（62-3344）

生生活活環環境境課課

建建設設課課 22階階経経済済課課 22階階

議議会会事事務務局局 33階階

税税務務課課 11階階 11階階市市民民課課

会会計計課課 11階階
会会計計担担当当

商商工工観観光光担担当当

せせいいだだのの
たたままじじをを
ヨヨロロシシクク

道道路路管管理理はは
ままかかせせてて
くくだだささいい !! !!

みみななささんんのの
おお越越ししををおおままちち
ししてていいまますす。。

市市税税ののココンンビビ
ニニ納納付付をを始始めめ
ててまますす。。

ゴゴミミのの分分別別をを
ししっっかかりり行行いい
ままししょょうう。。

市市
役役
所所
っっ
てて

どど
んん
なな
とと
ここ
ろろ
？？

市市
役役
所所
っっ
てて

どど
んん
なな
とと
ここ
ろろ
？？

《《特特別別企企画画》》市市役役所所っっててどどんんななととこころろ？？

※※保保健健担担当当（（6622--44113344）） ククリリーーンンセセンンタターー担担当当（（6633--55335533）） 図図書書館館担担当当（（6633--55224411）） 自自然然のの里里担担当当（（6677--22333333））
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■安心して健やかに暮らせる都市
●消防庁舎建設事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48,615千円

新消防庁舎建設にともなう造成設計・実施設計等を行う事業
●市内小中学校帰宅困難児童生徒等防災備品購入事業・・・・・・・・・ 5,583千円

災害時に児童生徒が学校に留まることを想定し、非常用毛布などを購入する事業
●高齢者世帯等備蓄食料等配布事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,234千円

高齢者世帯等を対象に、備蓄の重要性の啓発を兼ねて備蓄食料等を配布する事業など

■高い水準の福祉都市
●保育所適正配置推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30,000千円
保育所の適正配置にともなう施設建設のため基本設計・実施設計を行う事業
●子ども医療費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 71,088千円

子どもの健やかな成長と保護者の医療費の軽減を図るため、中学3年生までの医療
費の助成を行う事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

■学びの文化交流都市
●上野原中学校ＬＥＤ照明導入事業・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,000千円

上野原中学校に環境対策強化および経費節減のためＬＥＤ照明を導入する事業
●宮城県気仙沼市中学校生徒受入事業・・・・・・・・・・・・・・・ 4,222千円

被災した気仙沼市の中学校の生徒を市内の施設等に招き、交流を深める事業　など

■きらりと光る産業都市
●地域振興券発行経費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9,900千円

市の商業発展および消費活動の活性化のための地域振興券の発行を助成する事業
●大野貯水池周辺登山道新設事業　・・・・・・・・・・・・・・・・ 11,600千円

大野貯水池周辺の遊歩道や駐車場等の既存の施設を生かし、観光客等が気軽に登
山できるコースを設け、都市部等からの誘客を図るための事業　　　　　　　など

■利便性の高い快適な都市
●中央自動車道スマートＩＣ関連事業・・・・・・・・・・・・・・・ 15,360千円

談合坂スマートＩＣ設置のための詳細設計業務等を行う事業
●上野原駅周辺整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・118,976千円
上野原駅周辺整備事業における公共施設実施設計や構造物詳細設計等を行う事業　　

など

■市民と行政が連携した都市
●廃校施設の有効活用事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30,000千円

旧甲東小学校校舎等を解体する事業
●コンビニ収納サービス事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,093千円

市税等をコンビニエンスストアでも納付できるようにし、納税者の利便性を高め、
収納率の向上を図るための事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

主主なな事事業業のの内内容容（（一一般般会会計計））

■特別会計■
国民健康保険特別会計・・・・・・・・3,126,117千円

後期高齢者医療特別会計・・・・・・・・503,417千円

介護保険特別会計・・・・・・・・・・2,005,548千円

介護サービス事業特別会計・・・・・・・・7,646千円

公共下水道事業特別会計・・・・・・・・・・714,224千円

簡易水道事業特別会計・・・・・・・・・・99,089千円

教育奨励資金特別会計・・・・・・・・・・4,594千円

大目財産区特別会計　・・・・・・・・・ 98,837千円

甲東財産区特別会計　 ・・・・・・・・・ 1,504千円

巌財産区特別会計 ・・・・・・・・・・ 113,871千円

島田財産区特別会計　・・・・・・・・・ 47,915千円

上野原財産区特別会計　・・・・・・・・ 25,103千円

檜尾根外十二恩賜林保護財産区特別会計 ・・・・・・ 2,324千円

小金沢土室山恩賜県有財産保護組合西原分収益事業特別会計 2,987千円

秋山財産区特別会計 ・・・・・・・・・・ 5,591千円

西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区特別会計 ・・1,576千円
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算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
健
全
な
行
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
な
か
で
、
少
子
高
齢
化

社
会
対
策
と
し
て
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
の

分
野
に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
す
る
と
と
も

に
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
教
訓
を
も
と

に
、
防
災
関
連
予
算
を
充
実
さ
せ
、
市
民
の

福
祉
向
上
と
安
心
安
全
の
た
め
の
、
事
業
の

成
果
や
施
策
の
優
先
度
を
精
査
し
、
財
源
の

重
点
的
・
効
率
的
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
予
算
の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

広報うえのはら　No.87  4

★一般会計歳出の内訳 （単位：千円）

前年度比 11億6,100万6千円
（10.1％）減の
103億2,827万8千円

上上上上
野野野野
原原原原
市市市市
予予予予
算算算算★一般会計歳入の内訳 （単位：千円）

平平
成成
2244
年年
度度

■企業会計予算　病院事業会計■
病院事業会計当初予算の収益的収支は、3億6,877万7千円

で、前年度予算に比べて94万7千円の増額となっています。

資本的収支は、前年度に引き続き新病院建設事業関連を主

な事業とした資本的収入として、一般会計出資金7,357万1

千円、長期貸付金返還金2,220万円、資本的支出として建

設改良費1億3,509万3千円、企業債償還金等1,111万8千円

を計上しています。
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市市
消消
防防
庁庁
舎舎
建建
設設
事事
業業
のの

地地
区区
住住
民民
説説
明明
会会
開開
催催

地
区
住
民
説
明
会

市
で
は
、
安
心
安
全
の
要
と
な
る
消
防
庁

舎
の
建
設
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
新
消
防
庁
舎
を
建
設
し
、

老
朽
化
し
て
震
度
6
の
地
震
で
倒
壊
す
る
可

能
性
の
あ
る
現
在
の
消
防
庁
舎
か
ら
の
移
転

を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
各
所
へ
の
現
場
到

着
時
間
の
適
正
化
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
充
実
し
た
消
防
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
に

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
区
住
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
庶
務
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

暮暮
らら
しし
のの
ガガ
イイ
ドド
ブブ
ッッ
クク

広
告
掲
載
の
お
願
い

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
日
常
生
活

で
必
要
な
手
続
き
や
施
設
案
内
な
ど
の
行
政

情
報
と
、
観
光
や
歴
史
、
医
療
な
ど
の
地
域

情
報
を
掲
載
し
た
上
野
原
市
「
暮
ら
し
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
と
協

働
で
発
行
し
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
主
に
市
内
の

事
業
者
の
広
告
を
掲
載
し
、
そ
の
広
告
収
入

を
発
行
な
ど
の
費
用
に
充
当
し
ま
す
。

ま
た
、
広
告
を
募
る
た
め
、
5
月
か
ら
株

式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
の
営
業
担
当
者
が
事
業
所

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

広
告
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
株
式
会

社
ゼ
ン
リ
ン
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。今

回
作
成
す
る
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
配
り
す
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
市
内
に
転
入
さ
れ
る
方
に
も
市
役

所
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
甲
府
営
業
所

（
蕁
0
5
5
│

2
5
2
│

9
5
1
1
）

おお
楽楽
しし
みみ
にに

広広
告告
掲掲
載載
のの
おお
願願
いい

開催日

5月 7日（月）

5月 9日（水）

5月11日（金）

5月14日（月）

5月16日（水）

5月18日（金）

5月21日（月）

5月23日（水）

開催時間

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

午後7時～

地区

西原

甲東

巌

棡原

島田

秋山

大鶴

大目

場所

西原公民館　3階　多目的ホール

甲東出張所　2階　コミュニティホール

四方津公民館　2階小ホール

ふるさと長寿館　2階研修室

島田コミュニティセンター

秋山公民館　1階会議室

JAクレイン大鶴支店

大目出張所　2階多目的ホール

◆地区住民説明会開催日時一覧

上野原地区は、4月27日（金）に開催しました。

現在のくらしの

ガイドブック

新しくなるくらしの

ガイドブックは、出

来上がり次第、市民

のみなさんに配布し

ます。

ＩＩＮＮＦＦＯＯＲＲＭＭＡＡＴＴＩＩＯＯＮＮＵＵＥＥＮＮＯＯＨＨＡＡＲＲＡＡ　ＣＣＩＩＴＴＹＹ　　
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給
水
区
域
拡
張

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、
平
成

24
年
4
月
1
日
よ
り
、
次
の
図
で
示
す
範
囲

を
新
た
に
給
水
区
域
に
加
え
、
上
水
道
の
供

給
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
建
設
担
当

（
蕁
22
│

0
0
9
9
）

給給
水水
区区
域域
拡拡
張張

東東
部部
地地
域域
広広
域域
水水
道道
企企
業業
団団
かか
ららのの

おお
知知
らら
せせ

測定場所

下城河原簡易水道
秋山東部簡易水道
仲間川簡易水道

試料種類

浄水
浄水
浄水

採取日

4月9日（月）
4月9日（月）
4月9日（月）

放射性ヨウ素
（Ｉー131）

検出せず
検出せず
検出せず

放射性セシウム
（Ｃｓ-134、136、137）

検出せず
検出せず
検出せず

◆飲用水環境放射能の測定結果

※平成24年4月1日から、水道中の放射性セシウムの新基準値が、10Ｂｑ／㎏（セシウム134および137の合計）となりま
した。放射性ヨウ素については、半減期が短く、平成23年7月15日以降に食品からの検出報告がないことから新基準値は
設定されていません。 ※放射能濃度は、測定時の値です。また、測定方法は、ゲルマニウム半導体検出器によるγ線ス
ぺクトロメトリーです。 ※「検出せず」は、検出下限値未満（検出下限値：1Ｂｑ／㎏）のことです。
●問い合わせ 生活環境課簡易水道担当（蕁62－3114）

測定結果（Ｂｑ／ｋｇ） 飲飲用用水水
環環境境放放射射能能
測測定定値値報報告告

緑に色づけされた区

域が、新たに給水区域に

加えられた区域です。

給給
水水
区区
域域
がが

広広
がが
りり
まま
しし
たた

帝京科学大学

上野原・東京西工業団地

◆給水拡張区域地図（八ッ沢の一部）



医療分

後期支援分

介護分

合計

差額

0.8％

△3.0％

3,000円

1,000円

0.8％

ー

2,800円

2,800円

0.9％

ー

2,300円

△900円

2.5％

△3.0％

8,100円

2,900円

区　分
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国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税

■
税
率
の
見
直
し

国
民
健
康
保
険
は
、地
域
単
位
で
つ
く
ら
れ

て
お
り
、各
市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
・
県
な
ど
の
補

助
金
と
と
も
に
、
医
療
費
や
出
産
育
児
一
時

金
な
ど
の
給
付
に
用
い
ら
れ
、
私
た
ち
の
健

康
を
守
る
大
切
な
財
源
で
す
。

し
か
し
、
近
年
、
医
療
技
術
の
高
度
化
、

疾
病
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
医
療
費
が
年
々

増
加
す
る
一
方
で
、
長
引
く
不
況
に
よ
り
被

保
険
者
の
所
得
が
落
ち
込
む
な
ど
、
保
険
税

の
十
分
な
確
保
が
で
き
な
い
た
め
厳
し
い
財

政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平

成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
の
見

直
し
を
下
の
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
者
対
策
と
し
て
、
所
得
に

応
じ
て
7
割
・
5
割
・
2
割
の
軽
減
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

7
月
に
は
、
新
し
い
税
率
で
納
税
通
知
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所得割

資産割

均等割

平等割

所得割

資産割

均等割

平等割

所得割

資産割

均等割

平等割

所得割

資産割

均等割

平等割

見直し前

4.9％

30.0％

23,000円

23,000円

0.6％

5.0％

4,000円

3,000円

0.8％

0.0％

5,700円

7,400円

6.3％

35.0％

32,700円

33,400円

平平
成成
2244
年年
度度

のの
税税
率率
等等
のの
見見
直直
しし

※所得割は、世帯の被保険者の所得（平成23年中）に応じて計算されます。
※資産割は、世帯の被保険者の固定資産税（平成24年度）のうち土地、家屋
に係る分に応じて計算されます。
※均等割は、世帯の被保険者数に応じて計算されます。
※平等割は、一世帯あたりで計算されます。

世帯の軽減判定所得（平成23年中の所得が次の金額以下の世帯）

世帯主および国保加入者と特定同一世帯所属者の総所得金額が33万円以下

33万円＋24万5千円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）（世帯主を除く）以下

33万円＋35万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下

見直し前

6割軽減

4割軽減

なし

見直し後

7割軽減

5割軽減

2割軽減

◆年間の税額

◆世帯の軽減判定所得と軽減割合（平等割および均等割）

※所得の申告のない方は、軽減を受けられませんので、所得がなくても必ず申告してください。
※特定同一世帯所属者とは、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行することにより被保険者の資格を喪失した
方で、資格を喪失した日の前日の属する月以降5年を経過するまでの方に限り、同日以降継続して同一の世帯に属す
る方をいいます。
●問い合わせ　市民課国保年金担当（蕁62－3112）
※国民健康保険税の試算については、税務課課税担当（蕁62－3113）へお問い合わせください。

見直し後

5.7％

27.0％

26,000円

24,000円

1.4％

5.0％

6,800円

5,800円

1.7％

0.0％

8,000円

6,500円

8.8％

32.0％

40,800円

36,300円

保険料（年額）

50,200円

総
費
用
推
計
額
か
ら
第
1
号
被
保
険
者
の
負

担
割
合
を
計
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
段
階

に
よ
る
構
成
人
数
お
よ
び
格
差
是
正
の
た
め

の
調
整
率
を
設
定
し
、
さ
ら
に
、
第
5
期
の

保
険
料
の
算
定
に
際
し
て
は
、
山
梨
県
の
財

政
安
定
化
基
金（
※
1
）か
ら
1
0
2
3
万
2

千
円
、
市
の
介
護
保
険
給
付
準
備
基
金（
※

2
）か
ら
1
4
0
0
万
円
を
繰
り
入
れ
、保
険

料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
、下
の
表
の
所
得

段
階
ご
と
の
介
護
保
険
料
を
算
定
し

ま
し
た
。

■
保
険
料
以
外
の
変
更
点

〈
合
計
所
得
金
額
の
変
更
〉

所
得
段
階
を
定
め
る
合
計
所
得
金

額
が
2
0
0
万
円
か
ら
1
9
0
万
円

に
変
更（
第
5
・
第
6
段
階
）

〈
第
1
号
被
保
険
者
の

負
担
割
合
の
変
更
〉

第
1
号
被
保
険
者
の
負
担
率
が
第

4
期
の
20
％
か
ら
21
％
に
変
更

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
3
）

ＩＩＮＮＦＦＯＯＲＲＭＭＡＡＴＴＩＩＯＯＮＮＵＵＥＥＮＮＯＯＨＨＡＡＲＲＡＡ　ＣＣＩＩＴＴＹＹ　　
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介介
護護
保保
険険
料料
改改
定定

■
介
護
保
険
料
改
定

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に

よ
り
3
年
に
一
度
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま

で
の
第
5
期
介
護
保
険
料
が
改
定
と
な
り
ま

し
た
。

■
市
の
介
護
保
険
料

市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
普
及
に
と
も

な
う
認
定
者
数（
利
用
者
数
）の
増
加
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
の
増
加
、
さ
ら
に
、
地

域
密
着
型
施
設
の
建
設
に
と
も
な
い
介
護
給

付
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

介
護
給
付
費
の
増
加
は
、
そ
の
給
付
に
見

合
う
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
で
は
、
介
護
給
付
費
の

21
％
を
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
で
あ
る
第

1
号
被
保
険
者
保
険
料
で
賄
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
第
5
期
期
間
中
の
3
年
間（
平

成
24
年
度
〜
26
年
度
）の
介
護
保
険
事
業
の

対象となる方
・生活保護受給者の方
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市町村民税非課税の方
・世帯全員が市町村民税非課税の方で、前年の合計所得金額と　
前年の公的年金等収入額の合計が80万円以下の方
・世帯全員が市町村民税非課税の方で、第2段階に該当しない
方
・世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村
民税非課税の方で、前年の合計所得金額と前年の公的年金等
収入額の合計が80万円以下の方
・世帯の誰かに市町村民税が課税されているが、本人は市町村
民税非課税の方で、上記以外の方
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が190万円未
満の方
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が190万円以
上300万円未満の方
・本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以
上の方

調整率

基基準準額額（（平平成成2244年年度度～～2266年年度度））
月月額額44,,440000円円（（年年額額5522,,880000円円））

◆所得段階ごとの介護保険料

のの
おお
知知
らら
せせ

第 3段階

第 5段階

第 6段階

第 7段階

基準額×0.95

基準額×1.25

基準額×1.50

基準額×1.75

基準額×0.75 39,600円

66,000円

92,400円

（※1）財政安定化基金　介護保険の財政の安定化に資する事業に必要な費用に充てるため、財政安定化基
金が山梨県に設けられています。この基金は、国・県・市町村からの拠出金が充てられています。
（※2）介護保険給付準備基金　介護保険料の剰余金を管理することや介護保険料の不足に備えるため、市
に基金を設けています。

79,200円

26,400円

26,400円

52,800円基準額×1.00

基準額×0.50

基準額×0.50

第 1段階

所得段階

第 4段階

第 2段階



対象となる証明書
戸籍全部事項・
個人事項証明書（謄・抄本）
除籍謄・抄本、改製原戸籍謄・抄本
戸籍記載事項証明書
戸籍附票全部事項・
個人事項証明書（謄・抄本）
身分証明書
戸籍届出受理証明書
住民票の写し
住民票記載事項証明書
住民票コード通知票（再発行）
外国人登録原票記載事項証明書
印鑑登録証明書
不在住・不在籍証明書
住居（住所）表示の変更証明書
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空空
間間
放放
射射
線線
量量
等等
測測
定定
値値
報報
告告

市
で
は
、
帝
京
科
学
大
学
が
進
め
る
地
域
連
携
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
学
生
の
協

力
を
受
け
な
が
ら
、
市
内
42
か
所
で
独
自
に
放
射
線
量
等
の
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
4
月
実
施
分
の
市
内
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

※
市
で
は
、
空
間
放
射
線
量
を
測
定
す
る
測
定
器
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

測定場所
大目出張所
旧大目保育所

▲ 大野貯水池
甲東出張所
甲東保育所
巌 出 張 所
巌 保 育 所
沢松幼稚園
上野原西小学校
上野原西中学校

▲ コモアしおつ公園
上野原高校

▲ 帝京科学大学
島田出張所
島田保育所
島田幼稚園
島田小学校
島田中学校

▲ 少年野球場
▲ 桂 川 球 場
秋 山 支 所

測定場所
秋山保育所
秋山小学校
秋山中学校
大鶴出張所
旧大鶴小学校
上野原市役所
第一保育所
第二保育所
上野原幼稚園
羽佐間幼稚園
上野原小学校
上野原中学校
日大明誠高校

▲ 諏 訪 神 社
▲ 牛 倉 神 社
棡原出張所
棡原保育所
旧棡原小学校
西原出張所
西原保育所
西原小学校

5㎝
0.049
0.072
0.043
0.060
0.069
0.038
0.063
0.053
0.053
0.058
0.042
0.055
0.041
0.041
0.061
0.053
0.067
0.050
0.050
0.065
0.071

1ｍ
0.045
0.062
0.037
0.053
0.068
0.038
0.053
0.052
0.043
0.061
0.036
0.048
0.039
0.042
0.059
0.055
0.058
0.046
0.046
0.052
0.071

5㎝
0.063
0.050
0.053
0.065
0.066
0.059
0.074
0.081
0.056
0.075
0.067
0.069
0.062
0.055
0.051
0.062
0.055
0.052
0.095
0.088
0.092

1ｍ
0.053
0.051
0.048
0.059
0.049
0.040
0.070
0.074
0.052
0.063
0.065
0.060
0.058
0.050
0.054
0.050
0.050
0.049
0.068
0.082
0.085

◆市内の空間放射線量の測定結果　　　　　　　　　（単位：μＳｖ／ｈ）

※　この測定結果は、4月13日に測定した結果です。
（▲印の測定結果は、4月10日に測定した結果です）

●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（蕁62－3114）

市市民民ののみみななささんんにに直直接接関関わわるる情情報報ココーーナナーー

市市
役役
所所
本本
庁庁
窓窓
口口
業業
務務
のの
延延
長長

市
で
は
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
役
所
本

庁
窓
口
で
の
戸
籍
・
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
交
付
時
間
を
次
の
と
お
り
延
長
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
支
所
お
よ
び
出
張
所
で
は
、
取
扱

い
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
戸
籍
の
届
出
、
住
所
の
変
更
、
印

鑑
登
録
等
の
届
出
・
申
請
は
対
象
と
な
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

証
明
書
の
交
付
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

に
予
約
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
短
時
間
で
お

渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
日

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
や
年
末
・

年
始
に
当
た
る
日
、
そ
の
他
特
別
の
事
情

で
延
長
で
き
な
い
日
を
除
き
ま
す
）

●
延
長
時
間

午
後
7
時
ま
で

●
対
象
と
な
る
証
明
書

次
の
表
に
掲
げ
る

証
明
書
の
交
付
が
対
象

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
2
）

実施窓口

市民課
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ＩＩＮＮＦＦＯＯＲＲＭＭＡＡＴＴＩＩＯＯＮＮ

市市
地地
域域
公公
共共
交交
通通
活活
性性
化化

協協
議議
会会
委委
員員
をを
募募
集集
しし
まま
すす

上上
野野
原原
市市
振振
興興
券券「「
絆絆
」」のの
発発
行行

ＵＵＥＥＮＮＯＯＨＨＡＡＲＲＡＡ　ＣＣＩＩＴＴＹＹ　　

市
商
工
会
で
は
、
生
活
基
盤
支
援
、
景
気

対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
上
野
原
市
振
興

券
「
絆
」
を
発
行
し
ま
す
。

●
販
売
期
間

6
月
1
日（
金
）〜
完
売
次
第

終
了

●
発
行
予
定
枚
数
お
よ
び
販
売
額

・
額
面
　
5
0
0
円

・
販
売
単
価
　
22
枚
1
セ
ッ
ト
1
万
円
（
1

万
1
千
円
分
）

・
総
販
売
金
額
　
1
億
円
（
1
万
セ
ッ
ト
）

●
有
効
期
限

6
月
1
日
（
金
）
〜
11
月
30

日
（
金
）（
6
か
月
間
）

●
販
売
場
所

市
商
工
会
、
経
済
課
・
秋
山

支
所
、
そ
の
他
市
内
数
か
所

●
販
売
数
量

原
則
1
戸
当
た
り
5
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

●
利
用
店
舗

市
商
工
会
員
の
本
事
業
参
加

登
録
事
業
所

※
販
売
場
所
や
利
用
店
舗
な
ど
の
詳
細
は
、

市
商
工
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
商
工
会
事
務
局
（
蕁
63
│

0
6
3
8
）

経
済
課
商
工
観
光
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
9
）

◆「上野原市振興券　絆」見本

◆
募
集
期
間

5
月
1
日（
火
）〜
18
日（
金
）

締
切
日
必
着

◆
活
動
内
容
等

協
議
会
に
出
席
し
、
協
議

会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員

2
名
以
内（
協
議
会
全
体
の

人
数
は
21
名
以
内
の
予
定
）

◆
任
期
　
委
嘱
を
受
け
た
日
か
ら
平
成
26
年

3
月
31
日
ま
で

◆
協
議
会
の
構
成

公
募
以
外
の
委
員
は
、

事
業
者
、
交
通
関
係
者
、
学
識
経
験
者
お

よ
び
市
等
で
構
成

◆
応
募
資
格

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、

平
日
日
中
の
会
議
に
継
続
的
に
参
加
で
き

る
方
（
た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の

議
会
議
員
、
常
勤
の
国
家
・
地
方
公
務
員

を
除
く
）。

◆
提
出
書
類

①
応
募
用
紙（
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

②
小
論
文
　
テ
ー
マ
「
上
野
原
市
の
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
に
つ
い
て
」（
800
字
程

度
・
様
式
自
由
）

※
応
募
用
紙
は
、
5
月
1
日
か
ら
生
活
環
境

課
・
秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張
所
で
配
布

し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
提
出
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
生

活
環
境
課
生
活
環
境
担
当
（
〒
4
0
9
―

0
1
9
2
上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2
）

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送（
締
切
日
必
着
）

・
持
参（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分
）

・
電
子
メ
ー
ル（
締
切
日
の
午
後
5
時
15
分

必
着
）

seikatsu@
city.uenohara.lg.jp

◆
選
考
方
法

提
出
書
類（
応
募
用
紙
、
小

論
文
）に
基
づ
く
書
類
審
査
と
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
、
5
月
下
旬
か
ら
6
月
上
旬

に
文
書
で
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※
委
員
に
は
、
協
議
会
で
定
め
る
規
約
に
基

づ
き
報
酬
お
よ
び
旅
費
（
交
通
費
）
を
支

給
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担

当（
蕁
62
―
3
1
1
4
）

市
で
は
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
法
に
基
づ
き
設
置
す
る
「
上

野
原
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」の
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。
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5月

5月31日

全期・1期

全期

月　　別

納期限・口座振替日

市・県民税

固定資産税

軽自動車税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者保険料

保育所・学童保育料

幼稚園授業料

市営住宅使用料

8月

8月31日

第2期

第2期

第2期

第2期

2月

2月28日

第4期

第8期

第8期

11月

11月30日

第5期

第5期

第5期

9月

10月1日

第3期

第3期

第3期

12月

12月25日

第3期

第6期

第6期

1月

1月31日

第4期

第7期

第6期

第7期

10月

10月31日

第3期

第4期

第4期

第4期

毎月末日

ただし12月は25日

7月

7月31日

第2期

第1期

第1期

第1期

6月

7月2日

第1期

※納期限が土・日曜日、国民の祝日にあたる場合には、その翌営業日までが納
期限となります。

※口座振替で納税・納入されている方は、納期限前までに預貯金の残高を確
認してください。

※法改正等により納期限が変更になる場合もありますのでご注意ください。
※上・下水道使用料および簡易水道使用料の納期は2か月に1度となります。

▼ 平 成 2 4 年 度 　 市 税 ・ 使 用 料 等 納 期 一 覧 表 ▼

●問い合わせ　税務課収納担当（蕁62－3113）

市
税
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す

平
成
24
年
4
月
1
日
以
降
に
発

行
す
る
納
付
書
で
、
市
県
民
税

（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の

4
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

休
日
や
夜
間
を
問
わ
ず
い
つ
で

も
納
付
で
き
手
数
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
の
納
付
書
で
は
、

納
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
金
融
機

関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
さ
れ
て

い
な
い
も
の

・
一
枚
の
納
付
金
額
が
30
万
円
を

超
え
る
も
の

・
前
納
報
奨
金
が
あ
る
全
期
前
納

分
の
も
の

・
納
付
期
限
が
過
ぎ
た
も
の

・
金
額
を
修
正
し
た
も
の

・
破
損
、
汚
損
な
ど
で
バ
ー
コ
ー

ド
を
読
み
取
れ
な
い
も
の

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
担

当
（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

住
宅
用
地
に
係
る

据
置
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す

平
成
24
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
住
宅
用
地
に
お
け
る
土
地
の

負
担
調
整
措
置
（
課
税
標
準
額
を

緩
や
か
に
是
正
す
る
仕
組
み
）
に

つ
い
て
、
負
担
水
準
が
「
0.8
以
上

1.0
未
満
」
で
あ
れ
ば
、
課
税
標
準

額
を
前
年
度
と
同
額
に
据
え
置
く

措
置
（
据
置
措
置
）
が
、
平
成
26

年
度
分
か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、
平

成
24
年
度
分
お
よ
び
平
成
25
年
度

分
に
限
り
、
負
担
水
準
が
「
0.9
以

上
1.0
未
満
」
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

据
置
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
評
価
額
が
下
が
っ
て
い
る

の
に
税
額
が
前
年
度
よ
り
上
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
措
置
に
関
す
る
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当
（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

市市民民ののみみななささんんにに直直接接関関わわるる情情報報ココーーナナーー

税税
務務
課課
かか
らら
おお
知知
らら
せせ

市
で
は
「
上
野
原
市
海
の
家
」

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

●
開
設
場
所

静
岡
県
沼
津
市
戸

田
御
浜
海
水
浴
場
　
民
宿「
い

り
え
」

●
開
設
期
間

7
月
21
日（
土
）

〜
31
日（
火
）の
11
日
間

●
利
用
資
格
市
内
在
住
・
在
勤

者
●
利
用
料

4
名
ま
で
無
料（
食

事
代
等
は
利
用
者
負
担
と
な
り

ま
す
）

●
受
付
日
時

6
月
8
日（
金
）

午
後
7
時
30
分
〜
8
時

●
受
付
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2

階
会
議
室
2

●
申
込
方
法

印
鑑
を
持
参
の
う

え
、本
人
ま
た
は
家
族
の
方
が

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
1
日
2
組
計
22
組
を
超
え
た
場

合
は
、
午
後
8
時
か
ら
抽
選
を

行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
商
工
観

光
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
9
）

「「
海海
のの
家家
」」

をを
開開
設設
しし
まま
すす
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携帯電話での登録方法
①お手持ちの携帯電話から下の登録用ＱＲコードを読み取り、登録画
面の『メールアドレス』欄に受診するメールアドレスを入力し『進む』
を選択してください。

②登録したメールアドレスに、仮登録の『やまなしくらしねっと登録
確認メール』が送付されます。メール本文中に記載されているＵＲ
Ｌより本登録の手続きを行ってください。

③本登録画面で再度メールアドレスを入力し、『配信申込』ボタンを押
してください。

※パソコンからの登録方法は『やまなしくらしねっと』のホームペー
ジの『メールマガジン』から（ジャンル→暮らし）、（自治体→上野
原）を選択し、『行政防災うえのはらメール』の『配信申込』から
前記①～③に準じた手順により登録ができます。

※仮登録、本登録を行わないと、メールマガジンが
配信されません。

※迷惑メール防止機能を利用している方は、『メー
ルマガジン』からのメールが受信できるように、
『mlmaster@e-tetsuzuki99.com』を設定してくだ
さい。 登録用ＱＲコード

市
お
よ
び
市
体
育
協
会
、
市
教

育
委
員
会
で
は
、
市
民
一
人
一
人

が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
ス
ポ
ー
ツ

精
神
を
高
揚
し
、
あ
わ
せ
て
市
民

の
健
康
増
進
と
体
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
第
8
回
上
野

原
市
体
育
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
　
5
月
27
日
（
日
）

※
種
目
に
よ
り
開
催
日
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
会
式
　
5
月
27
日
（
日
）
午

前
8
時
30
分
〜

上
野
原
中
学
校
屋
内
運
動
場

●
種
目
　
軟
式
野
球
、
卓
球
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

弓
道
、
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

剣
道
、
柔
道
、
サ
ッ
カ
ー
（
計

15
種
目
）

※
競
技
会
場
等
の
詳
細
は
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
体
育
協
会

（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

ＩＩＮＮＦＦＯＯＲＲＭＭＡＡＴＴＩＩＯＯＮＮＵＵＥＥＮＮＯＯＨＨＡＡＲＲＡＡ　ＣＣＩＩＴＴＹＹ　　

第第
88
回回

上上
野野
原原
市市

体体
育育
祭祭
りり

行行
政政
防防
災災
うう
ええ
のの
はは
らら
メメ
ーー
ルル

市
で
は
、
災
害
関
連
情
報
や
防
犯
情
報
な
ど
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
等
を
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
「
行
政
防
災
う
え
の
は
ら
メ
ー
ル
」
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
す
。

携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
と
し
て
情
報
を
取
得
で
き
る
た
め
、
市
外
に
い
る
場
合
や
防
災
行
政
無

線
が
聞
き
づ
ら
い
地
域
の
方
、
ま
た
、
耳
の
不
自
由
な
方
な
ど
に
も
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
防
災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

市
で
は
、
行
政
防
災
う
え
の
は

ら
メ
ー
ル
の
他
に
も
、
広
報
う
え

の
は
ら
の
主
な
内
容
を
毎
月
1
回

配
信
す
る
広
報
う
え
の
は
ら
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
と
火
災
の
発
生
や
鎮

火
報
を
配
信
す
る
消
防
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
始
め
て
い
ま
す
。

登
録
の
手
順
は
、
行
政
防
災
う

え
の
は
ら
メ
ー
ル
と
同
じ
で
す
。

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
登

録
く
だ
さ
い
。

な
お
、
4
月
号
の
広
報
で
お
知

ら
せ
し
た
消
防
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
、
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し

た
。
再
度
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
く
だ
さ
い
。

広
報
う
え
の
は
ら
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と

上
野
原
市
消
防
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン消

防
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

◆ＱＲコードから登録することができない場合は、次のアドレスにアクセスして登録してください。
行政防災うえのはらメール　https://www.e-tetsuzuki99.com/eap-pi/yamanashi/mobile/RM011M.

aspx?category=1＆government=192121＆magazine=9
（消防メールマガジンはこのアドレスの末尾を5に、広報うえのはらメールマガジンは末尾を2に変えてアクセス）

広
報
う
え
の
は
ら

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

5
月
29
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

もしもし　こちら市長室　～市長と市民のホットライン～

市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

《《
33
月月
開開
催催
報報
告告
》》

33
月月
2277
日日
（（
火火
））
のの
市市
民民
のの
みみ

なな
ささ
んん
とと
市市
長長
とと
のの
ふふ
れれ
愛愛
トト
ーー

クク
でで
はは
、、
11
組組
のの
申申
込込
みみ
がが
ああ
りり

まま
しし
たた
。。

ここ
ここ
でで
はは
、、「「
上上
野野
原原
福福
祉祉
作作

業業
所所
のの
現現
状状
」」
にに
つつ
いい
てて
、、
そそ
のの

開開
催催
内内
容容
のの
一一
部部
をを
報報
告告
しし
まま

すす
。。

《
内
容
》

参
加
者：

上
野
原
福
祉
作
業
所
の

利
用
希
望
者
の
増
加
に
よ
り
、

現
在
の
狭
い
作
業
所
で
は
、
落

ち
着
い
て
作
業
に
当
た
れ
ず
、

利
用
者
の
安
全
が
図
れ
な
い
状

況
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
改
善
す
る
た
め
市
の
空

き
施
設
な
ど
を
活
動
場
所
と
し

て
貸
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長：

私
は
、
弱
者
に
も
っ
と
光

を
当
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
、

優
先
順
位
を
上
げ
て
予
算
配
当

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。市

が
持
っ
て
い
る
施
設
と
み

な
さ
ん
の
希
望
が
合
致
す
る
よ

う
に
、
4
月
に
入
っ
た
ら
実
際

に
作
業
所
を
目
で
見
て
具
体
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
！！
」

▲参加者のみなさんと病院建設などについて
意見交換する江口市長

（写真上）3月27日に開催された市民のみなさんと市
長とのふれ愛トークの様子、（写真下）上野原福祉作
業所を視察する江口市長

市
で
は
、
市
内
で
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
や
集
ま
り
な
ど
に
市

長
が
直
接
お
伺
い
し
、
日
ご
ろ
の

活
動
を
拝
見
し
な
が
ら
意
見
交
換

す
る
「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
！！
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
8
回
目
と
な
る
「
飛
び
出
せ
、

市
長
室
！！
」
は
、
4
月
18
日
（
水
）、

上
野
原
地
区
羽
佐
間
の
観
音
堂
で

行
わ
れ
た
地
区
の
集
ま
り
に
市
長

が
お
伺
い
し
、
参
加
者
と
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は

「
新
病
院
建
設
の
進
捗
状
況
」「
医

師
の
確
保
」「
新
病
院
周
辺
の
植

樹
」「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

「
飛
び
出
せ
、
市
長
室
!!
」
は
、

お
伺
い
し
た
意
見
を
市
政
運
営
の

一
助
と
し
て
活
用
し
、
み
な
さ
ん
と

市
政
に
関
す
る
相
互
理
解
を
深
め
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
引
き
続
き
み
な
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
訪
問
し
、
ご
意
見
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
）
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ＨＨｏｏｔｔｌｌｉｉｎｎｅｅ
ららちちここ

ししももしし
もも

市
長
へ
の
手
紙

市市
でで
はは
、、
市市
役役
所所
正正
面面
玄玄
関関
とと
教教
育育
委委
員員
会会
窓窓
口口
にに
、、
市市
長長
へへ
のの
手手
紙紙
ボボ
ッッ

クク
スス
をを
設設
置置
しし
まま
しし
たた
。。
ここ
れれ
はは
、、
市市
民民
のの
みみ
なな
ささ
んん
かか
らら
のの
市市
へへ
のの
要要
望望
やや

ごご
意意
見見
をを
伺伺
うう
たた
めめ
にに
設設
置置
しし
たた
もも
のの
でで
すす
。。
市市
にに
対対
しし
てて
ごご
意意
見見
やや
要要
望望
がが

ああ
るる
方方
はは
、、
ボボ
ッッ
クク
スス
のの
脇脇
にに
置置
いい
てて
ああ
るる
要要
望望
用用
紙紙
にに
ごご
記記
入入
のの
うう
ええ
、、
投投

函函
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

《
市
長
へ
の
手
紙
紹
介
》

◆
市
の
改
善

・
手
紙
の
内
容

悪
質
商
法
の
冊
子
が
届
き
ま

し
た
。
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
金
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
の

に
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
も

の
を
作
る
の
で
し
ょ
う
か
。

悪
質
商
法
で
狙
わ
れ
て
い
る

の
は
、
主
に
家
に
い
る
老
人
か

と
思
い
ま
す
。
お
年
寄
り
に
な

っ
て
活
字
を
丁
寧
に
読
む
人
が

ど
れ
だ
け
い
る
で
し
ょ
う
か
？

だ
す
の
で
あ
れ
ば
、
一
枚
の
紙

で
一
目
瞭
然
な
も
の
に
し
て
欲

し
い
で
す
。
で
き
れ
ば
有
線
放

送
で
毎
日
1
ペ
ー
ジ
ず
つ
放
送

し
た
ほ
う
が
市
民
の
耳
に
入
る

と
思
い
ま
す
。

・
返
答
内
容

市
で
は
、
山
梨
県
の
消
費
者

行
政
活
性
化
交
付
金
市
町
村
事

業
費
補
助
金
を
受
け
、
消
費
生

活
に
係
る
啓
発
の
小
冊
子
や
チ

ラ
シ
の
作
成
・
配
布
、
消
費
生

活
等
無
料
法
律
相
談
の
実
施
な

ど
、
現
在
、
消
費
生
活
相
談
窓

口
の
機
能
強
化
の
取
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
ご
心
配
い
た
だ
い
た

悪
質
商
法
の
小
冊
子
は
、
こ
の

補
助
金
を
受
け
、
全
額
県
費
補

助
と
な
っ
て
お
り
、
市
の
一
般

財
源
の
支
出
は
と
も
な
わ
な
い

も
の
で
す
。

し
か
し
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
、
こ
の
よ
う
な
提
案
は
、

大
変
貴
重
で
す
。
今
後
の
事
務

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

市市長長室室市市長長室室！！！！！！！！
～～市市長長とと市市民民ののホホッットトラライインン～～

市
長
の
ひ
と
り
言

※3案出してみました。

№№2266

霜
は
、
5
月
の
八
十
八
夜（
1

日
）を
過
ぎ
る
と
滅
多
に
降
り
な

く
な
り
、
新
茶
の
季
節
に
な
り
ま

す
。
霜
の
降
り
な
か
っ
た
新
芽
を

摘
ん
だ
新
茶
の
香
り
は
格
別
で

す
。さ

て
、
日
本
で
は
、
旧
暦
5
月

を
皐
月
（
さ
つ
き
）
と
呼
び
、
現

在
で
は
新
暦
5
月
の
別
名
と
し
て

用
い
ま
す
。「
さ
つ
き
」
は
、
田

植
え
を
す
る
月
で
あ
る
こ
と
か
ら

早
苗
月
（
さ
な
え
つ
き
）
と
言
っ

て
い
た
の
が
短
く
な
っ
た
も
の

で
、「
サ
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体

に
田
植
え
の
意
味
が
あ
る
た
め
、

「
さ
つ
き
」だ
け
で
「
田
植
え
の
月
」

に
な
る
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
皐
月
」は
、
花
の
名
前

で
も
あ
り
、「
菖
蒲
月
（
あ
や
め
つ

き
）」
の
別
名
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
5
月
の
季
語
に
は
薫
風（
く

ん
ぷ
う
）、
軽
暑
（
け
い
し
ょ
）、

五
月
晴
れ（
さ
つ
き
ば
れ
）、
五
月

雨
（
さ
み
だ
れ
）、
新
緑（
し
ん
り

ょ
く
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
5
月
5
日
は
こ
ど
も
の

日
、
端
午
の
節
句
で
す
。
も
と
も

と
古
代
中
国
の
発
祥
の
厄
払
い
行

事
で
す
。「
端
」
は
初
め
と
い
う
意

味
で
、
端
午
は
月
の
初
め
の
午

（
う
ま
）
の
日
で
、
や
が
て
、
五
月

が
十
二
支
で
い
う
午
の
月
で
あ
り

「
午
（
ご
）の
日
」が「
五
の
日
」
に

通
じ
る
こ
と
や
、
奇
数
が
重
な
っ

て
お
め
で
た
い
「
重
五
（
ち
ょ
う

ご
）」
の
日
で
あ
る
た
め
、「
午
の

月
の
端
の
午
の
日
」
＝
端
午
と
い

え
ば
五
月
五
日
を
さ
す
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
端
午
の
節
句
は
、

日
本
古
来
よ
り
女
性
の
ま
つ
り
で

し
た
が
、
鎌
倉
か
ら
江
戸
時
代
よ

り
男
の
子
の
ま
つ
り
と
な
り
、
昭

和
23
年
か
ら
男
女
の
別
な
く
子
ど

も
の
幸
せ
を
願
う
「
こ
ど
も
の
日
」

と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
新
緑
の
季
節
で
あ

る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
家
族

み
な
さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

上野原市長　江口英雄



★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※車でお越しの方は、旧役場跡地に駐車してくだ
さい。
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★乳幼児健診（5/1～6/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 5月7日（月）予約制となります。
◎対　　象 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成25年4月1

日までに次の年齢になる女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 5月15日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へお申し込み

ください。（蕁62ー5121）
◎受付時間 午後1時～5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：稚枝子おおつきクリニック・

武者医院
都留市：磯部医院・都留市立病院

※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加

入者
75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★ポリオ集団接種
予約は不要ですが、会場の都合上、なるべく指定さ

れた日に受けてください。ただし、きょうだいで接種
する方がいる場合および指定された日に特段の理由で
都合がつかない場合は指定日以外に受けることも可能
です。また、ワクチンを用意する都合がありますので、
来所日の前日までに保健センターへご連絡ください。
◎受付時間 午後1時15分～1時40分
◎場　　所 上野原市立病院4階
◎持 ち 物 予診票・母子健康手帳・体温計・筆

記用具
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申込み・問い合わせ
0554－62－5121

0120－28－5592

042－644－3721

055－263－7071

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）
クアハウス石和（笛吹市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり

春
期

5月23日（水）
5月24日（木）
5月29日（火）
9月25日（火）
9月26日（水）
10月 2日（火）

平成22年7月31日以前生
平成22年8月1日～12月31日生
平成23年1月1日以降生
平成22年12月31日以前生
平成23年1月1日～平成23年5月31日生
平成23年6月1日以降生

秋
期

実施日 該当児

乳 児 健 診

（3～4か月児）
（9～10か月児）

1歳6か月児

3 歳 児

該当児

平成24年1月5日～
1月31日生

平成23年7月16日～31日生
平成22年10月16日～11月30日生
平成21年1月1日～2月28日生

実施日

5月31日（木）

5月30日（水）
6月 1日（金）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

に
沈
着
し
動
脈
硬
化
を
進
め
ま

す
。収

縮
期
血
圧
は
、
上
の
血
圧
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
心
臓
が
キ
ュ

ッ
と
縮
ん
で
血
液
を
送
り
出
し
た

と
き
の
血
管
壁
に
か
か
る
圧
力
の

こ
と
で
す
。

《
集
団
検
診
で
の

が
ん
発
見
者
数
》

《
過
去
5
年
間
の
死
亡
状
況
》

1
位
　
が
ん
　
2
位
　
心
疾
患

3
位
　
脳
血
管
疾
患

①
が
ん
の
内
訳

1
位
　
気
管
、
気
管
お
よ
び
肺

2
位
　
胃

3
位
　
肝
お
よ
び
肝
内
胆
管

②
が
ん
の
傾
向

・
男
性
で
は
、
気
管
、
気
管
お
よ

び
肺
が
県
の
割
合
よ
り
高
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
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あ
た
り
ま
え

14
年
前
、
結
婚
し
て
西
原
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。
畑
は
傾
斜
地
に

あ
る
の
が
あ
た
り
ま
え
の
地
域
で

す
。
今
ま
で
見
て
き
た
「
畑
」
と

は
全
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。
稲
ワ

ラ
・
鶏
糞
・
生
き
た
土
作
り
。
経

験
を
し
た
こ
と
が
な
い
世
界
で
し

た
。
じ
ゃ
が
い
も
を
「
せ
い
だ
」

と
呼
び
、
花
が
白
い
な
ん
て
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
夫
に
は
、
私
の

作
っ
た
肉
じ
ゃ
が
の
味
付
け
が

「
こ
ん
な
に
甘
い
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
の
違
い
に

よ
っ
て
「
あ
た
り
ま
え
」
の
尺
度

は
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
そ
れ
で

も
、「
こ
の
ま
ち
に
ず
っ
と
住
ん

で
い
た
い
」
と
子
ど
も
た
ち
が
思

え
る
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

「
こ
の
ま
ち
は
若
者
が
多
く
て
安

心
と
思
い
な
が
ら
年
を
取
り
た

い
」
と
思
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
そ
の
地
域
で
い
つ
ま
で
も

み
ん
な
が
生
活
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
番
幸
せ
な
国
ブ
ー
タ
ン
国
民

の
90
％
以
上
は
「
助
け
合
っ
て
生

き
る
と
み
な
さ
ん
が
認
識
し
て
い

る
」
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
む
現
在
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
や
災
害
時
の
防
災
対
策

等
も
解
決
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
物

質
の
幸
福
と
精
神
的
な
幸
福
の
バ

ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。上

野
原
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
長
の
役
を
受
け
ま
し
た
が
、

個
人
の
利
益
、
欲
望
だ
け
に
と
ら

わ
れ
な
い
「
幸
せ
な
ま
ち
と
は
な

何
か
」
を
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
「
あ

た
り
ま
え
」
の
違
い
を
認
め
な
が

ら
、
み
な
さ
ん
が
「
し
あ
わ
せ
」

に
な
る
道
を
探
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

（
推
進
委
員
　
奈
良
知
子
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

（
上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
）

男女共同参画
ニュース
スマイル

ＮＯ.69

・
女
性
で
は
、
乳
房
、
結
腸
、
膵

臓
が
県
の
割
合
よ
り
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

《
ま
と
め
》

①
特
定
検
診
結
果
の
状
況
か
ら
み

る
と
糖
尿
病
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

②
死
亡
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
心

疾
患
や
脳
血
管
疾
患
は
、
Ｈ
ｂ

Ａ
1
ｃ
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
血
圧
が
高
い
状
態
と
深

く
か
か
わ
り
ま
す
。

③
が
ん
で
の
死
亡
が
1
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
集
団
検
診
に
お
い

て
も
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
山
梨
県
地
域
が
ん
登
録
の

集
計
結
果
か
ら
も
が
ん
罹
患
者

の
う
ち
「
検
診
等
で
発
見
さ
れ

た
が
ん
」
は
16
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

検
診
結
果
等
を
ま
と
め
て
い
く

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
市

と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
方

が
よ
い
と
考
え
た
の
が
「
糖
尿
病
」

で
す
。

今
後
は
、
健
康
ア
イ
な
ど
で
、

糖
尿
病
対
策
な
ど
の
内
容
を
掲
載

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
検
診
も
受
診
し
て
、
ご

自
身
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

集
団
検
診
か
ら
わ
か
る
こ
と

市
で
は
、
毎
年
集
団
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

特
定
検
診
や
が
ん
検
診
、
死
亡

統
計
等
を
ま
と
め
た
中
で
、
市
の

健
康
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
健
康
に
関
す
る
状
況

を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

《
特
定
検
診
受
診
率
》

男
女
と
も
に
40
歳
代
か
ら
50
歳

代
の
方
の
受
診
率
が
低
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
特
に
男
性
の
受
診
率

が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

《
平
成
22
年
度
特
定
検
診
結
果
》

基
準
値
を
超
え
る
人
が
多
か
っ

た
項
目

1
位
　
Ｈ
ｂ
Ａ
1
ｃ

2
位
　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

3
位
　
収
縮
期
血
圧

Ｈ
ｂ
Ａ
1
ｃ
は
、
過
去
1
〜
2

か
月
の
血
糖
の
状
態
で
す
。
高
値

だ
と
糖
尿
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪

玉
）
は
、
増
え
す
ぎ
る
と
血
管
壁

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

胃

2

2

2

大腸

0

0

2

肝

0

0

0

肺

4

2

0

乳

0

3

0

子宮

1

2

0

がん名

Ｈ20年度

Ｈ21年度

Ｈ22年度

◆集団検診がん発見者数
（Ｈ20年度～22年度）

（単位：人）
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中
央
公
民
館
か
ら

お
知
ら
せ

み
ん
な
で
童
謡
を
歌
お
う

〜
歌
い
つ
な
ご
う
、

子
ど
も
ら
に
〜

●
開
催
日

6
月
10
日（
日
）
午

後
2
時
〜

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
共
催
　
里
さ
く
ら
の
会

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当
（
蕁
62
│

3
4
0

9
）

労
働
保
険
料
と
一
般
拠
出
金

の
申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

労
働
保
険
・
一
般
拠
出
金
の
年

度
更
新
手
続
き
は
、
毎
年
6
月
1

日
か
ら
7
月
10
日
ま
で
の
間
に
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
年
度
更
新
申
告
書
の
発
送

は
5
月
末
、申
告
書
受
理
会
は
6
月

中
旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
料
等
の
算
定
期
間

（
年
度
）
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
度
更
新
の
時
期
が
社
会
保
険

の
算
定
基
礎
届
の
提
出
時
期
と
重

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
準
備

の
う
え
、
法
定
期
間
内
に
労
働
保

険
料
と
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納

付
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

都
留
労
働
基
準

監
督
署
（
蕁
43
│

2
1
9
5
）

上
野
原
市
消
費
生
活
相
談
員

を
設
置
し
ま
し
た

市
で
は
、
市
民
の
消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
窓
口
を
市
役
所
の
開

庁
時
間
に
合
わ
せ
て
開
設
し
て
い

ま
す
が
、
4
月
よ
り
、
2
名
の
専

門
の
上
野
原
市
消
費
生
活
相
談
員

を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
相
談
員
》

柁
原
清
志
、
小
林
咲
子

《
相
談
日
》

毎
週
火
曜
日
　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1

4
）

第
8
回
上
野
原
市
民
合
唱
祭

参
加
者
募
集

●
開
催
日

11
月
25
日（
日
）

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

※
主
催
　
第
8
回
上
野
原
市
民
合

唱
祭
実
行
委
員
会

※
後
援
　
上
野
原
市
教
育
委
員
会

他
●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

5
月
31
日（
木
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

第
8

回
上
野
原
市
民
合
唱
祭
事
務
局

江
口
（
蕁
63
│

5
6
9
4
）

母
子
家
庭
等
対
象
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座
開
催

●
日
程

6
月
〜
10
月
の
原
則
と

し
て
毎
週
土
曜
日

●
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後

4
時
15
分

●
場
所
　
山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
3
階
会
議
室

●
内
容
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級

課
程

●
定
員
　
20
名

●
受
講
料
　
7
千
円

●
申
込
期
限
　
5
月
7
日（
月
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
蕁
0
5
5
│

2

5
2
│

7
0
1
4
）

第
4
級
ア
チ
ュ
ア
無
線
資
格

養
成
講
習
会
開
催

●
日
時

6
月
24
日（
日
）・
7
月

1
日（
日
）の
両
日
　
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
5
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

●
受
講
料

2
万
2
7
5
0
円

●
申
込
書
送
付
先

〒
1
9
3
│

0
8
3
2

東
京
都
八
王
子
市

散
田
町
3
│

22
│

2

株
式
会
社

パ
ッ
ク
ス
ラ
ジ
オ
企
画
室

●
主
催

上
野
原
市
消
防
団

※
詳
細
は
、お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当
（
蕁
62
│

4
1
1

1
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

お
知
ら
せ

●
試
験
種
類

甲
種
・
乙
種（
全

類
）・
丙
種

●
試
験
日
・
会
場

・
6
月
10
日（
日
）都
留
文
科
大
学

（
都
留
市
田
原
3
―

8
―

1
）

・
6
月
17
日（
日
）山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

●
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請
　
5
月
7
日（
月
）〜

5
月
14
日（
月
）

・
電
子
申
請
　
5
月
7
日（
月
）〜

5
月
11
日（
金
）

※
書
面
・
電
子
申
請
と
も
に
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
。

●
願
書
受
付
場
所

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部（
甲

府
市
塩
部
2
│

2
│

15
）（
郵
送
可
）

※
願
書
は
市
消
防
本
部
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

●
主
催
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務

課
予
防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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祉
課
横
）

●
費
用
　
無
料

※
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

5
月
2
日
（
水
）、
9

日
（
水
）、
23
日（
水
）、
30
日

（
水
）
6
月
6
日（
水
）
午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
開
催
の
お
知
ら
せ

●
日
時

5
月
16
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

※
奇
数
月
の
第
3
水
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
み
な
さ
ん
に

人
権
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
問
題
な
ど
の
相
談

窓
口
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

《
相
談
窓
口
》

●
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

（
蕁
0
1
2
0
│

0
0
7
│

1
1
0
）

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
蕁
0
5
7
0
│

0
7
0
│

8
1
0
）

●
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局

（
蕁
22
│

0
7
9
9
）

な
お
、
市
で
は
、
毎
月
2
回
、

人
権
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
次
の
日
程
で
、

特
設
人
権
相
談
日
を
開
設
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時
　
6
月
1
日（
金
）
・
22
日

（
金
）
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
市
役
所
会
議
室
Ｂ（
福

●
場
所

市
役
所
展
示
室
3

●
内
容
　
地
域
で
生
活
す
る
障
害

者
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や

家
族
の
方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や

情
報
交
換
、
ま
た
福
祉
の
充
実

を
図
る
た
め
の
話
し
合
い
や
勉

強
会

●
問
い
合
わ
せ

障
害
者
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議（
長
田
）（
蕁

0
9
0
│

3
2
4
0
│

5
7
7
0
）

や
ま
び
こ
支
援
学
校
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

●
日
時

6
月
5
日（
火
）
午
前

9
時
30
分
〜
正
午

※
受
付
は
午
前
9
時
15
分
〜
30
分

●
内
容

や
ま
び
こ
支
援
学
校
の

授
業
や
校
内
の
様
子
を
公
開

※
当
日
は
教
育
相
談
も
行
い
ま
す
。

※
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
5

月
25
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
梨

県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
支
援

指
導
部
）（
蕁
23
│

1
9
4
3
）

第
5
回
上
野
原
み
ん
な
の

発
表
会
開
催

●
開
催
日

10
月
21
日（
日
）

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
応
募
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
で
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
の
個
人
お
よ
び
団
体

●
募
集
ジ
ャ
ン
ル

歌
・
踊
り
・

楽
器
演
奏
・
朗
読
・
演
説
等
、

舞
台
で
発
表
で
き
る
ジ
ャ
ン
ル

●
後
援
　
上
野
原
市
教
委
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
み
ん
な

の
発
表
会
実
行
委
員
長
　
高
橋

茂
（
蕁
62
│

4
5
4
6
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
5
月
の
申
請
書
提
出
期
限

5
月
10
日（
木
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会
（
経
済
課
内
蕁
62
―

3

1
1
9
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

●
日
時

5
月
26
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
期
限

5
月
21
日（
月
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

三
遊
亭
小
遊
三
師
匠
と
ふ
れ

合
う
会
開
催
の
お
知
ら
せ

●
日
時

6
月
17
日（
日
）午
前
9

時
50
分
か
ら
受
付

●
場
所

大
月
市
民
会
館
3
階
講

堂
●
内
容

笑
点
で
お
な
じ
み
の
三

遊
亭
小
遊
三
師
匠
を
お
招
き

し
、
師
匠
の
お
話
、
質
問
コ
ー

ナ
ー
、
記
念
写
真
な
ど

●
参
加
者

小
学
3
年
〜
6
年

生
、
中
学
生

※
付
添
の
保
護
者
等
も
参
観
可
能

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富

士
・
東
部
教
育
事
務
所
地
域
教

育
支
援
ス
タ
ッ
フ
（
蕁
45
│

7

8
4
1
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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広
　
　
告

市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
（
順
不
同
、（

）内
は
旧
所
属
）。

〈
退
職
〉〔
3
月
31
日
付
け
〕

▼
湯
川
清
平
（
総
務
部
長
）

▼
里
吉
利
行
（
市
民
部
長
）

▼
小
笠
原
徳
喜
（
消
防
長
）

▼
市
川
正
末
（
秋
山
支
所
長
）

▼
山
口
宏
行
（
会
計
課
長
）

▼
奈
良
壽
弘
（
学
校
適
正
配
置
推

進
課
長
）

▼
尾
形
正
江
（
第
一
保
育
所
長
）

▼
久
島
恵
子
（
巌
保
育
所
長
）

▼
久
島
文
子
（
市
民
課
）

▼
水
越
光
子
（
沢
松
幼
稚
園
園
長

事
務
代
理
）

▼
久
島
末
夫
（
消
防
署
長
）

▼
野
沢
通
（
消
防
署
棡
原
出
張
所

長
）

▼
奈
良
清
作
（
消
防
署
秋
山
出
張

所
消
防
司
令
補
）

〈
新
規
採
用
〉

▼
税
務
課
主
事

木
下
雄
介

▼
福
祉
課
主
事
　
久
島
佳
祐

▼
教
育
学
習
課
主
事
中
島
大
貴

▼
消
防
総
務
課
消
防
士
市
川
佳
祐

▼
消
防
総
務
課
消
防
士
石
井
昭
太

〈
昇
任
〉

▼
消
防
本
部
消
防
長
（
消
防
総
務

課
長
）
佐
藤
茂

▼
総
務
部
長
・
総
務
課
長
事
務
取

扱
（
企
画
課
長
）
水
越
章

▼
建
設
経
済
部
長
・
建
設
課
長
事

務
取
扱
（
下
水
道
課
長
）
天
野

博
▼
秋
山
支
所
長（
経
済
課
）
小
笠
原

政
仁

▼
税
務
課
長（
長
寿
健
康
課
）志
村

輝
雄

▼
生
活
環
境
課
長（
市
民
課
）落
合

康
文

▼
会
計
課
長
（
税
務
課
）
尾
形
篤

▼
消
防
総
務
課
長
（
消
防
署
副
署

長
）
舩
木
万
一

▼
消
防
署
長
（
消
防
署
副
署
長
）

高
橋
清
房

▼
消
防
署
副
署
長
（
消
防
総
務
課
）

磯
部
忠

▼
消
防
署
副
署
長
（
消
防
総
務
課
）

清
水
正
司

〈
昇
任
・
派
遣
〉

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
次

長
（
生
活
環
境
課
）
宮
地
昭

〈
派
遣
〉

▼
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
大
鶴
楽

生
園
長（
税
務
課
長
）須
藤
博
仁

▼
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
（
福
祉

課
）
岡
部
貴
則

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

（
総
務
課
）
安
藤
晋
司

▼
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
駅
周
辺
整
備
推
進
課
）

土
屋
貴
正

▼
宮
城
県
気
仙
沼
市
（
教
育
学
習

課
）
東
山
祐
紀

▼
大
月
市
消
防
本
部
（
消
防
総
務

課
）
岡
部
恭
一

▼
消
防
広
域
化
事
務
局
（
消
防
署
）

望
月
陽
平

〈
休
職
〉

▼
自
治
労
山
梨
県
本
部
（
税
務
課
）

川
田
利
一

〈
派
遣
解
除
・
配
置
換
〉

▼
企
画
課
長（
東
部
地
域
広
域
水
道

企
業
団
事
務
局
長
）石
井
明
文

▼
教
育
学
習
課
（
山
梨
県
東
部
広

域
連
合
）
佐
藤
雄
二

▼
市
民
課
（
山
梨
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
）
清
水
靖
夫

▼
議
会
事
務
局
（
東
部
地
域
広
域

水
道
企
業
団
）
井
上
勝
正

▼
総
務
課
（
山
梨
県
市
町
村
課
）

舩
木
孝
之

▼
建
設
課
（
東
部
地
域
広
域
水
道

企
業
団
）
宮
崎
貴
弘

〈
派
遣
解
除
〉

▼
消
防
総
務
課
（
消
防
広
域
化
事

務
局
）
加
藤
剛

〈
人
事
交
流
〉

▼
消
防
署
（
都
留
市
消
防
本
部
）

白
鳥
優
純

〈
配
置
換
〉

▼
総
務
部
危
機
管
理
監
（
長
寿
健

康
課
長
）
佐
藤
邦
彦

▼
市
民
部
長
・
市
民
課
長
事
務
取

扱（
建
設
経
済
部
長
）
尾
形
壽
春

▼
長
寿
健
康
課
長（
経
済
課
長
）
和

田
正
樹

▼
長
寿
健
康
課
指
導
監
（
病
院
対

策
課
長
）
佐
藤
和
弘

▼
経
済
課
長（
総
務
課
長
）小
早
川
浩

▼
学
校
適
正
配
置
推
進
課
長（
生
活

環
境
課
長
）
加
藤
孝
行

▼
第
一
保
育
所
長
（
第
二
保
育
所
）

八
木
連
子

▼
第
二
保
育
所
長
（
第
一
保
育
所
）

原
田
郁
江

▼
巌
保
育
所
長
（
秋
山
保
育
所
長
）

波
多
野
伸
江

▼
秋
山
保
育
所
長
（
秋
山
保
育
所
）

鈴
木
和
子

▼
沢
松
幼
稚
園
園
長
事
務
代
理

（
沢
松
幼
稚
園
）
鷹
取
巳
知
子

●応募・問い合わせ　
企画課政策推進担当（蕁62－3118）

◆　平成25年成人式　◆
●日　時 平成25年1月13日（日）午前11時
●会　場 もみじホール
●対象者 平成4年4月2日～平成5年4月1日に生まれた方
※招待状は送付しません。該当する方は直接会場にお
越しください。また、当市出身者であれば市内に住
所がなくても参加できます。
●問い合わせ 教育学習課社会教育担当（蕁62－3409）

《広報うえのはら》掲載料 月額10,000円（1枠）
掲載期間 原則3か月　

《市ホームページ》掲載料 月額5,000円（1枠）
掲載期間 1か月～12か月

市では、宮城県気仙沼市に職員1

名を派遣しました。派遣職員は、

気仙沼市建設部土木課に配属され、

震災の復興、復旧事業等に関わる

境界確認業務等を行っています。

東山主任のコメント

「毎日、復旧復興のための業務

を行い忙しい日々を過ごしていま

す。しかし全国から派遣された約

50名の職員と一緒に仕事をしなが

ら、貴重な経験をさせていただい

ています」

主任　東山祐紀

宮
城
県

気
仙
沼
市
派
遣

講師（所属）
櫻井富士朗（アニマルサイエ
ンス学科教授）
粕谷俊雄
（元帝京科学大学教授）
近藤保彦（アニマルサイエン
ス学科准教授）
小国綾子
（元毎日新聞社）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

※1 皮膚科の水曜日は、午後1時から3時30分までの受付となります。
※2 整形外科の木曜日は、第2・4週のみ中島医師が診療を行います。
※3 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※4 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時30分までに受付した患者様の診療となります。
※5 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。（受付時間午後2時～4時）
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は4月22日現在の予定です。）

診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

反頭・細川

浜田

非常勤小児科医交替

長坂

吉田

吉田

柴垣

前之原

後藤

桜井

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭・進藤

小林

長坂

協会派遣職員医師

川村

須田
※4大野（時間制限）

山本

豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

松原

上條

水曜日

細川・津久井大

反頭・牛島

中根

長坂

※1

戸島

館野

黒田

小林

古屋

木曜日

反頭・瀧山

津久井大・村田

非常勤小児科医交替

戸田
山梨大非常勤医師交代

協会派遣職員医師

平良（予約）

※2

※3大野（予約）

※5

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午

前
中
に
行
い
ま
す
。

《上野原市立病院　5月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

●
開
催
日
　
左
の
表
参
照

●
開
催
時
間

午
前
11
時
20
分
〜

午
後
0
時
50
分

※
5
月
7
日
（
月
）
開
催
の
「
子

育
て
支
援
」
講
座
の
み
午
後
3

時
20
分
〜
4
時
50
分

●
場
所
　
帝
京
科
学
大
学
上
野
原

キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
棟

●
受
講
料
　
無
料

●
定
員
　
各
回
20
名

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
、
平
日
午
前
10
時

〜
午
後
4
時

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

上
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理
係

（
蕁
63
│

6
9
1
1
）

講師（所属）
汐見稔幸
（白梅学園大学学長・教授）
細川律子
（はまなす文庫主宰）
三上正芳
（橘幼稚園園長）
大山智子（帝京科学大学児童教
育学科非常勤講師）

講演タイトル
子育て支援

宮沢賢治の創作と、岩手の昔
話の語り
遊びに没頭する子どもたちと
異年齢保育
心理相談外来の子どもたち

開催日
5月7日（月）

5月14日（月）

5月21日（月）

5月28日（月）

こども学科
回
1

2

3

4

講演タイトル
ウサギの動物看護学

水棲哺乳類の保全のあり方

匂いの好みを決める脳内物質

日米の教育現場（仮）

開催日
5月10日（木）

5月17日（木）

5月24日（木）

5月31日（木）

アニマルサイエンス学科
回
1

2

3

4



秋
山
地
区

佐
藤
英
樹
＝
加
藤
摩
利
子

佐
藤
孝
法
＝
清
水
麻
里

井
上
政
司
＝
村
上
利
桂

大
目
地
区

椎
名
榮
（
時
彦
）、

巌
地
区

船
橋
　
丸
（
肇
）、小
俣
節
也
（
亮
）、

荒
井
一
成
（
良
昌
）、
富
田
一
弘

（
千
香
恵
）、
近
藤
憲
次
（
千
賀
子
）、

天
野
は
る
の（
一
成
）
奧
田
照
子

（
章
浩
）

島
田
地
区

長
谷
川
善
夫
（
忠
美
）

上
野
原
地
区

山
　
歌
子
（
道
子
）、
佐
藤
タ
ケ
子

（

）、、
山
口
キ
ミ
子
（
治
）、
鈴
木

四
郎
（
君
代
）

棡
原
地
区

森
田
　
子
（
和
彦
）、
大
窪
光
子

（
幸
男
）、

橋
光
威
（
善
美
）

西
原
地
区

降
矢
　
（
登
喜
男
）

秋
山
地
区

天
野
富
貴
子
（
要
吉
）、
落
合
晶

（
清
治
）、
河
内
の
り
子
（

司
）

■ 子 ど も 映 画 館
『じてんしゃにのるひと

まねこざる』
◎日時　5月12日（土）
午前10時～10時30分
午後2時～2時30分

■ お は な し 会
『よもぎだんご』ほか
◎日時　5月19日（土）
午後2時30分～
◎たんぽぽ会

■ リ ン デ ン ド ー ム
朗 読 館
『百歳おいを知らず』
宇野千代／作　ほか
◎日時　5月20日（日）
午後2時～
◎上野原朗読の会

■ 親 子 文 芸 講 座
『ビーズ教室』
◎日時　5月26日（土）
午後2時～
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一

般

書

◇
『
桜
舞
う
』

あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所

「
お
願
い
、助
け
て
・
・
・
」。

散
り
ゆ
く
桜
の
下
で
、
亡
く
な

っ
た
は
ず
の
友
が
さ
さ
や
い

た
。
江
戸
の
菖
蒲
長
屋
を
舞
台

に
描
く
青
春
時
代
ミ
ス
テ
リ

ー
。

◇
『
平
蔵
の
首
』

逢
坂
剛
／
著
　
文
藝
春
秋

老
盗
賊
が
最
後
の
大
仕
事
と

し
て
狙
う
の
は
、
あ
の
火
盗
改
、

長
谷
川
平
蔵
。
弟
の
仇
を
討
つ

べ
く
、
深
編
笠
を
か
ぶ
っ
た

「
平
蔵
」
と
対
峙
す
る
が
・
・
。

◇
『
お
れ
は
清
麿
』

山
本
兼
一
／
著
　
祥
伝
社

信
州
小
諸
藩
赤
岩
村
に
生
ま

れ
た
山
浦
正
行
、
の
ち
の
源
清

麿
は
、
九
つ
上
の
兄
真
雄
の
影

響
で
作
刀
の
道
に
の
め
り
こ

む
。
刀
、
女
、
酒
。
天
才
鍛
冶

の
熱
く
た
ぎ
っ
た
波
乱
の
日
々

を
描
く
。

◇
『
あ
の
日
の
そ
の
あ
と
風
雲
録
』

林
真
理
子
／
著
　
文
藝
春
秋

Ａ
Ｋ
Ｂ
48
と
踊
り
、
被
災
地

に
通
い
、
銀
座
の
マ
マ
に
な

る
？
何
が
あ
っ
て
も
フ
ル
回

転
。
林
真
理
子
が
激
動
の
一
年

を
綴
る
。

児

童

書

◆
『
夕
焼
け
カ
プ
セ
ル
』

泉
啓
子
／
作
　
童
心
社

◆
『
ペ
ッ
パ
ー
・
ル
ー
と

死
の
天
使
』

ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ン
・
マ
コ
ッ
ク

ラ
ン
／
作
　
金
原
瑞
人
／
訳

偕
成
社

◆
『
ロ
ス
、
き
み
を
送
る
旅
』

キ
ー
ス
・
グ
レ
イ
／
作
　
野
沢

佳
織
／
訳
　
徳
間
書
店

◆
『
あ
た
し
っ
て
、
し
あ
わ
せ
』

ロ
ー
セ
・
ラ
ー
ゲ
ル
ク
ラ
ン

ッ
／
作
　
菱
木
晃
子
／
訳
　
岩

波
書
店

絵

本

○
『
よ
う
ち
え
ん
が
ば
け
ま
す
よ
』

内
田
麟
太
郎
／
作
　
西
村
繁

男
／
絵
　
く
も
ん
出
版

○
『
あ
な
た
』

谷
川
俊
太
郎
／
作
　
長
新
太
／

絵
　
福
音
館
書
店

もっと、市立図書館の書籍を活用しまし
ょう。

図書館イベント情報

○
『
お
た
ん
じ
ょ
う
び
ね
、

ム
ー
ミ
ン
ト
ロ
ー
ル
』

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
　
ラ
ル

ス
・
ヤ
ン
ソ
ン
／
作
・
絵
　
徳

間
書
店

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

広
報
う
え
の
は
ら
・

あ
き
や
ま
縮
刷
版
発
売
中

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 菊●

瀨 芳 髙 初 隆

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 菊●

瀨 芳 髙 初 隆

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 菊●

瀨 芳 髙 初 隆

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 菊●

瀨 芳 髙 初 隆

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 菊●

瀨 芳 髙 初 隆

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 菊●

瀨 芳 髙 初 隆

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 菊●

瀨 芳 髙 初 隆

お
め
で
た

お
く
や
み
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掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

NO.1

島
田
地
区

小
俣
直
裕
な
お
ひ
ろ（

一
将
）

上
野
原
地
区

水
越
心
愛
こ
こ
あ

（
正
人
）、
宇
津
木
楓か
え
で

（
忍
）、
下
條
将
太
郎

し
ょ
う
た
ろ
う

（
健
太
郎
）、

嶋
田
龍
之
介

り
ゅ
う
の
す
け（

茂
）、
横
田
陽
納
子

ひ

な

こ

（
秀
和
）、

池
優ゆ
う（

徹
）

棡
原
地
区

三
浦
凛
空
り

く

（
康
啓
）

大
目
地
区

寅
修
＝
小
俣
友
美

巌
地
区

古
家
怜
＝
佐
々
木
美
千

島
田
地
区

河
野
真
弥
＝
小
俣
沙
耶

棡
原
地
区

石
井
明
＝
宮
本
恵

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

●
内
容

看
護
師
業
務
の
体
験

《
み
ん
な
で
話
そ
う

看
護
の
出
前
授
業
》

●
対
象

中
学
生
・
高
校
生
の
希

望
者

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
4
）

子
ど
も
救
急
電
話
相
談

夜
間
子
ど
も
の
具
合
が
悪
く
な

っ
た
時
に
、
ど
う
対
処
し
て
良
い

か
迷
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。県

で
は
、
医
療
機
関
の
診
療
時

間
外
に
お
け
る
不
安
を
解
消
す
る

た
め
に
、
看
護
師
に
よ
る
電
話
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
利
用
時
間

毎
日
午
後
7
時
〜

午
後
11
時

●
電
話
番
号

♯
8
0
0
0
（
ダ

イ
ヤ
ル
回
線
の
方
は
蕁
0
5
5

│

2
2
6
│

3
3
6
9
）

●
相
談
内
容

子
ど
も
の
急
な
病

気
に
関
す
る
相
談

※
明
ら
か
に
急
応
を
要
す
る
場
合

は
、
医
療
機
関
ま
た
は
119
番
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
3
月
中
届
出
分
＝

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

看
護
の
日
・
看
護
週
間

〜
看
護
の
心
を

み
ん
な
の
心
に
〜

少
子
・
高
齢
化
社
会
を
支
え
る

に
は
、
人
に
対
す
る
世
話
や
看
護

に
つ
い
て
、
十
分
に
認
識
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
生
誕
を
記
念
し
て

毎
年
5
月
12
日
を
「
看
護
の
日
」

ま
た
、
5
月
6
日
〜
12
日
の
間
を

「
看
護
週
間
」
と
し
、「
フ
ェ
ス
タ

看
護
」
と
銘
打
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

《
第
34
回
山
梨
県
看
護
大
会
》

●
日
時

5
月
11
日（
金
）
午
後

2
時

●
場
所

ア
ピ
オ
甲
府

《
看
護
の
心普

及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》

●
開
催
日

5
月
10
日
（
木
）

●
場
所

富
士
・
東
部
保
健
所
管

内
駅
前
・
病
院
等

※
詳
細
は
、
後
日
決
定
し
ま
す
。

《
一
日
看
護
師
》

●
期
間
　
6
月
〜
8
月

●
対
象

高
校
生

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 齋藤 悠子
ゆうこ

ちゃん（4歳5か月）

陽元
ようげん

くん（2歳5か月）
大敬さん玲子さんの長女と長男

“健康一番！心豊かに成長してね”

上野原地区 大森 夏樹
なつき

くん（3歳6か月）

信也さん真理子さんの長男

“僕は、「大きくなったら「ガォッ」って鳴いている生物

が何なのか、みなさんに教えてやる人」って！！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 菊●

瀨 芳 髙 初 隆

﨑  滿 黑 髙 德 年 砧 鄧 菊●

瀨 芳 髙 初 隆


